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           2018－19年度ＲＩテーマ

       『ロータリー：インスピレーションになろう
                  “ROTARY：BE　THE　INSPIRATION”』 

杉戸ロータリークラブ

第48代会長　仁部 前崇
今年度のRIテーマは、「ROTARY: BE　THE　INSPIRATION（インスピレーションになろう）」です。
ロータリーの未来のビジョンについて語り、会員や地域の人びとへのインスピレーションとなって、次世代のために持続可能な活動を行うということです。
バリー・ラシンRI会長は、何か大きなことに挑戦しようというインスピレーションを、クラブやほかのロータリアンに与え、自分よりも長く、後世にも生き続けるものを生み出すために、行動を起こす意欲を引き出して欲しいといっています。
そして、ロータリーの新しいビジョン声明「私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています」の意義を強調し、声明が目指すロータリーを実現するためにリーダーシップを発揮するよう求めています。

私は父から引き継いた「二世ロータリアン」です。政財界などでは、その世襲に対する議論がよくなされているがロータリーにおいては、次世代のために持続可能な活動を行うためには必然的なことと考えます。ロータリアン各自の職業を高潔なものと捉えその職業を継続発展させていく中で生まれるネットワークから「奉仕の理念」が結ばれるものと思います。

２年後に開催される「2020東京オリンピック」の年に我がクラブは、創立50周年を迎えます。その記念すべき大きな節目に立ち会える喜びを胸に今年度は、その準備期間（セットアッパー）とし、個々の更なるスキルアップとクラブのステイタスを追求してまいります。
委員会ごとに周年に向けてのテーマを掲げ、一年を通して会員一人ひとりの思いが繋がっていける活動の機会とお互いを尊重し、笑顔で出席し満足で帰れる例会運営を目指し取り組んでまいりますので、会員皆様のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。
具体的運営方針「50周年にむけて」
１．継続事業の推進　
　 ・あいさつ運動１１年目（2007年9月スタート）
　　　今年度も可能な限り行う。
　 ・「ポリオ撲滅」活動
ポリオ撲滅活動への募金または認識向上を目的とした活動をする。
・第8回杉戸町音楽祭の開催（中学校3校・高校3校・杉の子吹奏楽団）
第10回の開催（杉戸RC50周年）をめどに後援として事業継続の協力をする。
・古利根川流灯まつりでの募金活動
国内外に発生した災害に対し災害救援募金を募る。
・その他、継続共催事業（流灯まつり、夏まつり、市民講座）
２．会員増強　　

　　・５０周年５０名を目標に今年度は、純増5名を目標とする。
　　・入会候補者を親睦ゴルフや夜間例会に招待する。
３．出席率向上

　 ・会員は、月1回以上の例会参加を義務とする。
　 ・月間に因んだ外部卓話や会員卓話を積極的に実施する。
　 ・親睦委員会には、様々な企画を立案し、メーキャップツアー、合同例会、合同懇親会を開催し、クラブの活性化を促進することをお願いする。
４．財団・米山100％達成　　

　　・今年度も財団・米山100％達成を目標とする。ベネファクター１名を達成する。
   ・ポリオプラス一人当たり50ドル（約25万円＠116円42名）を達成する。
５．交換留学生

  　・交換留学生をデンマークに送り、8月頃に海外より留学生が来日する。

　　　青少年交換委員会には、ホストファミリー、留学生のケア、会員との交流、例会への参加協力をお願いする。
６．国際交流事業
　　・渡航交流は行わず、50周年に来航の準備期間とし連絡連携を維持する。
７．新規事業の推進
   ・杉戸町巡回バスの停留場に木製のベンチを制作・設置

   ・富岡RCとの姉妹クラブ締結に向けて協議を進める。
